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　一104一　骨髄リンパ球に関する研究　第2報

　ラジオオートグラフィーによる表面免疫グロプリン

の検出・直接法と間接法の比較

　　　　金沢医大　血液免疫内科

　　　　　○吉田弥太郎，　紺田進

　　　　京大　代謝研

　　　　　　栗林景容

　目的および方法：　骨髄リンパ球のSubp・pulati・n

を決定するため、’B細胞マーカーとしての表面免疫グ

ロプリンを直接法および間接法ラジオオートグラフィ

ー により検討した。生後約10週雌C57BLマウスを
を脱血死せしめ、骨髄および脾・腸間膜リンパ節・胸

腺と末梢血白血球などの細胸浮遊液を作製し、直接法

では1251標識P・lyvalent家兎抗マウス免疫グロブ

リンと0°C30分間ふ置、間接法ではP・lyvatent家兎

抗マウス免疫グロブリンと0°C30分間ふ置後よく洗篠

し、次いで1251標識羊抗家兎免液グロプリン0°C30

分間ふ置する。ふ置後よく洗篠し塗抹・固定後にFUJ
－ 12E　emu　1si・nでdippingし、ラジオオートグラフィーを

作製した。抗血清はChl・raninT法で標識し、比放射
能は3～1　O；，AtC　i／ノ“．　g　Pr・teinである。羊抗家兎免疫

グロプリンは家兎免疫グロブリンに対する抗体分画を

Imun・ads・rben　t　c・1urnnで分離精製したものを用い

た。

　成績および結論：　（1）脾細胞を用いた対照実験では

間接法では家兎抗血清と予めふ置した場合のみ標識細

胞が出現し、直接法ではかyる前処置を行うと標識細

胞はなく無処置の場合にのみ標識細胞が出現した。

（2）　P・1yvatent家兎抗マゥス免疫グロプリンの段階
的稀釈を行い陽性率を検討すると、間接法ではy弓OO

以上の濃度で陽性率はPlateauとなり、骨髄リンパ球約

3〔膨、脾約5〔彬、腸間膜リンパ球28fis、胸腺％である．

直接法でも高濃度の1251標識家兎抗マウス免疫グロ

プリンでは骨髄・脾の陽性率は間接法に匹敵するが、

低濃度では陽性率が低下し濃度依存性が強い。このこ

とより間接法の方がより鋭敏と考えられる。｛3）間接

法は所要時間が永く、Backgr・und銀粒子がやs多く、

n・n－1yrnph・id　ce11の標識も直接法よりはやs強い

が、標識リンパ球の銀粒子の分布上いわゆるCapping

像を呈するものが多いので、3H－thymidineとの二重

標識に有利である。（4）間接法では単一抗血清の標識

により、多種類の家兎抗血清とリンパ球との結合を検

出しうる。（5｝以上の成績より、直接法・間接法とも

マウスB細胞の表面免疫グロプリンを検出しうるが、

マウス骨髄リンパ球は鵬細胞に比して一般に表面免疫

グロブリン量の少いものが多いので（38回日血総会発

表）、鋭敏度の高い間接法の方が表面免疫グロプリン

の定量的検索に適していると考えられる。

　一105－　ggmTC一標識赤血球の血液定量的検索にお

ける評価
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　99mrc一標識赤血球はdynami　c或は日tatic　iunging

agentとして用いられているが、血液定重的検索での

有用性を評価するため若干の検討を試みた。

　操作は通常991町cO4Tでfユash　labeユi㎎を行う

labeユing　stepと022μのmiユユipore　fiユterで麺

したSnCユ2を加へるredttcing　8　tθPの2段階に分けて

行われる。したがつてこの両者について硬索した。
　in　vitroの皿裳存在下での標識率は559％と低く

これに対してpacked　RBC標識率は高値を示した。更

im：　99MTeoZの1崩■ling“mの入でr《duci町gtap　F．

省いた場合の標蹴率は著しく低く、また赤血球を

99MTco4　VC　Sncl2，アスコルビン酸，　FeSO4などを加

えた浴液でincubateした場台にはユ（鴻以下の低率に

止まつた。以上から標識には2段階操作が必須であり

またSnCユ2には赤皿球へ転入した99町℃を固定化す作

用も有していることが明らかである。Qe2μMi⊥ユipore

filfer’輪SnCユ2を非獅のそれと比較すると癒過

SnCユ2を用いた除に高率となり、その差は干均ε嚇に

及んだ。これは操作過程に生じたSnOゆ2によるもの
と考えられることから、癒過の必畏性を強調したい。

in　vivoで静注2時間目までの経過は51Cr－RBC

の場台と略同様で、それ以俊は循壌血中より早く消失

した。ggmrc一および5ユCr一楳耐RBCの循壌血液量
比（99「「yrcBv／51CrBV　ratiO）はユ5，30，60，ユ80分

で夫々］ρ4，］p2，　rp6，早3であり99町c（3時間）

／991町cBV（L5分）は122，51CrBV（3時「司）／51CrBV

（ユ5分）はΨ8であつた。なお、この検索期間を通

じて、各模体内赤血球放射能は高率を維持しているこ

とから、赤血球から遊離した99i「v「cは速かに腎を介し

て排疋されることを示した。以上の如くなお検討の余
地はあるが、機械的障害を可及的に少くし、膓痘、過SnCl二

を用いることにより、被曝線量鮭減の上からも、短時

間内血液定量的模索に有用なものと考える。
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